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1. はじめに 

 灌漑圃場プロットにおける塩類集積の評価方法はこれまで多く研究され，数十キロの地

域的な土壌塩分評価法は衛星リモートセンシングや航空機センサを利用した研究が進めら

れてきた．しかし，圃場プロットデータと衛星データの間には面積サイズや空間解像度の

ギャップがあり，それらのデータを融合する研究は未だ議論が十分でない．そこで本発表

では，トルコセイハン流域の下流部に位置する灌漑農地において発生している土壌塩類化

問題を議論する上で必要となる地域的な塩分分布図を作ることを目的として，塩類集積が

発生しているエリアを含む 45km×25km の領域における塩類集積評価を実施する方法につ

いて検討し，適用した例を紹介する．  

２．方法とデータ  

 解析領域内の主要作物を栽培してい

る圃場の中から，土性（ Dinç et al., 

1991）と地下水流動を勘案して 50 点の

プロットを選択し，そこでの塩分濃度

と土地利用を測定・調査した．次に，

土地利用と塩分濃度の関係について分

析を行い，塩分濃度の高いエリアに位

置する土地利用を明らかにする．最後

に，高塩分濃度のプロットにおける

NDVI と塩分濃度の相関分析結果を用

いて塩分レベルをクラス分けする．

NDVI はプロットの測定・調査と同時

期（2005 年 8 月）に観測された Landsat 

TM データを用いた．解析領域の土地

利用図（Berbeloĝlu S., not published）

は別ファイルで用意した．  

３．分析結果  

 Fig.1 は 50 点の塩分測定データと土

地利用を整理した図である．図の y 軸

の EC（バルク EC）値  250 mS/m は，
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Fig.1 Relationship between land use and salinity 

Fig.2 Relationship between NDVI and 
normalized EC value on Aug. 22 of 2005 
(cotton fields and bare fields) 
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多 く の 作 物 の 成 長 に 影 響 を 与 え る

ECe=400 mS/m に対応する（Kume et al., 

2006）．コムギ，メイズ，野菜・果物畑は

低塩分濃度地域に栽培され，メンカ畑と

裸地は高塩分濃度地域に位置しているこ

とが Fig.1 からわかる．Fig.2 と Fig.3 は
観測地点における NDVI と塩分濃度を

0-1 の値に正規化した値の相関を示す図

である．NDVIの値は-1から 1であるが，

測定 ECの値は 25-1,564 mS/mに分布した

ため，測定 EC を次式を用い正規化した． 
Normalized EC = (MV-Mmin)/ (Mmax-Mmin) 

ここで，MV は各測定値，Mmin, Mmax は
それぞれ測定値の最低値，最高値である．

メンカ畑と裸地における両者の関係はほ

ぼ線形の値を示しており，正規化 EC 値

（以下，NEC）の 0.15 は ECe = 400 mS/m

に相当する（Fig.2）．Fig.2 における NEC

の 0.15 は NDVI の約 0.6 に相当する．同

様に，Fig.3 では，メンカ畑と裸地以外の
プロットにおける NECの値は 0.2以下で

あることから，NEC 値が 0.2 以上の地域を塩類集積土壌と想定することは妥当であると考

えることが出来る．以上より，Fig.2 から NDVI が 0.5 以下の地域が塩類集積農地（ECe>=400 

mS/m）であると考えることができる．最後に，別ファイルで用意した土地利用図を用い，

Landsat TM イメージからメンカ畑と裸地を抽出して NDVI を計算し，NDVI を塩分濃度の

逆指標として利用し，塩類土壌をレベル毎に分類することが可能となる（Fig.4）．  

４．結論  

 土地利用と塩分濃度の関係から，メンカ畑と裸地が高塩分濃度農地に位置することを示

し，それらの位置における NDVI と塩分濃度が逆相関関係にあることを利用して，塩分レ

ベルの分類が可能なことを示した．特に，本手法により，定期観測の実施が可能な 50 点の

現地調査結果を効率的に利用し，地域的な塩分分布を分析する方法が有効であることが確

認された．  
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Fig.3 Relationship between NDVI and 
normalized EC value on Aug. 22 of 2005 
(wheat, maize, vegetables and fruits field) 

Fig.4 Classified salinity level 
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